


















ってきている。2000 年 9 月に和歌山大学教育学部長
はこれからの教員養成について教員養成特別委員会に
諮問をした。「これからの教員養成について」の答申は、


























































































































































































実施し、4 回生での 2 週間実習の間に実施することと
なり、「サンドイッチ型教育実習」と表現できる。こ
の実習の特徴は、実習体系の全体構造から押さえると、
4 週間実習での体験から学び、次の 2 週間実習に活か
していくことができるという点である。
２．３．2003 年３月に向けての取り組み


























































































































































































































































































































































































































平成 13 年（2002 年）11 月
注２　日本教育大学協会「モデル・コア・カリキュラム」研究プロジェクト「教員養成コア科目群を軸にしたカリ
キュラムづくり」中間答申　平成 15 年（2003 年）9月               
注３　同上
注４　和歌山大学教育学部・和歌山県教育委員会連携協議会『連携から協働へ－和歌山大学教育学部と和歌山県教







Ｈ７ Ｈ８ Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３
小学校 　1 5 0 　1 5 1 　1 6 1 　1 5 8 　1 6 3 　1 7 4 　1 8 7
中学校 　　0 　　0 　　0 　　0 　　0 　　0 　　0
資料２　平成１３年度複式学校数　　複式学校数割合２８．６％
伊都 那賀 海草 有田 日高 西牟婁 東牟婁 計
へき地複式校数 　　７ 　　２ 　　４ 　１４ 　１４ 　１３ 　　７ 　６１
（へき地校数） 　( 1 0 ) 　　( 3 ) 　　( 5 ) 　( 1 5 ) 　( 2 0 ) 　( 1 6 ) 　( 1 1 ) 　８０
へき地外複式校数 　　４ 　　１ 　　３ 　　０ 　　７ 　１０ 　　４ 　２９
　複式学校数 　１１ 　　３ 　　７ 　１４ 　２１ 　２３ 　１１ 　９０
資料３　近畿府県別へき地校数
兵庫県 大阪府 京都府 滋賀県 奈良県 和歌山県
小学校 　７６ 　　３ 　４０ 　１１ 　３３ 　８０
中学校 　１９ 　　０ 　１５ 　　５ 　１８ 　３５
合　計 　９５ 　　３ 　５５ 　１６ 　５１ １１５
注５　和歌山大学教育学部教育実習委員会『教育実習カリキュラムの改革－へき地・複式教育実習の試行－」　　　
　　　平成 14 年度学長裁量経費報告書 15 ～ 29 頁


































（未来塾より 徒歩 20 分 
車で 7分）
                                                                                
注７　地域教材プログラム開発プロジェクト『へき地・複式教育実習地域における地域教材プログラムの開発』
　　　平成 15 年度大学特別経費「教育・研究」報告書 2004.3                  
地域に根ざす教育実習
